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に
「
、
第
二
十
九
条
の
六
か
ら
第
二
十
九
条
の
十
ま
で
」
を
加
え
、「
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
」

を
「
第
三
十
七
条
第
二
項
、
第
五
十
七
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
七
十
三

条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
五
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
三
項
」

を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
七
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
十

の
四
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
六
条
第
六
項
」を
加
え
、

同
条
第
二
十
四
号
中
「
第
六
十
五
条
の
五
」
を
「
第
六
十
五
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
五
号

ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の

六
第
一
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改

め
る
。

第
八
十
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
項
又
は
第
十
項
」
を
「
第
六
項
若
し
く
は
第
十
三
項
、
第
十
八
条
の
二
の

二
第
一
項
又
は
第
十
八
条
の
二
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
九
号
と

し
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
十
二
号
中
「
第
七
十
三
条
」
を
「
第

七
十
二
条
の
八
又
は
第
七
十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
第
二
十
一
号
中
「
第
七
十
二

条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
二
十
号

を
第
二
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
二

第
七
十
二
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
八
十
六
条
第
一
項
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
ず
に
受
渡
し
を
行
つ
た
と
き
。

第
八
十
六
条
の
三
第
一
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
六
項
（
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
八
十
七
条
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
十
四
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
又
は
第

六
条
の
三
第
四
項
」
を
「
、
第
六
条
の
三
第
四
項
又
は
第
六
条
の
四
第
三
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同

条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
三
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
四
項
」
の
下
に
「
、
第
八
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第

七
項
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
二
第
四
項
中
「
当
該
都
道
府
県
」
の
下
に「（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
又

は
特
別
区
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
薬
局
の
所
在
地

が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
は
、
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
」
を
加
え
、「
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
事
項
を
」

を
「
そ
の
報
告
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
（
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
。
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
報
告
す
る
と
と

も
に
、」に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

薬
局
開
設
者
が
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の

他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
そ
の
内
容
を
当
該
薬
局
開
設
者
、
当
該
薬
局
の
所
在
地
の
都

道
府
県
知
事
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
よ
り
行
つ
た
と
き
は
、
当
該
報
告
を
受
け

た
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な

見
地
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
情
報
の
提
供
の
た
め
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
関
し
必
要

な
助
言
、
勧
告
そ
の
他
の
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
三
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
認
定
」
を
「
登
録
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
認
定
」を「
登

録
」
に
、「
与
え
る
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

第
一
項
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
三
項
（
第
一
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
項
、

第
六
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
八
項
中
「
許
可
の
」
と
あ

る
の
は
「
登
録
の
」
と
、「
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
」
と
、
同
条
第
九
項

中
「
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
」
と
、「
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
（
第
一
号
及
び
第

六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
項
及
び
第
六
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
三
の
二
を
削
る
。

第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
認
定
」
を
「
又
は
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
登

録
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
登
録
」
に
改
め
、「
又
は
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
登
録
」

を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
区
分
を
い
う
。」の
下
に
「
第
十
七
項
、」を
加
え
、
同
条
第
十
六
項
中
「
申
請
」
の
下
に

「
並
び
に
第
二
十
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中「
前
項
」

を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

20

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
行
お
う
と
す
る
第
十
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
が

品
質
に
与
え
る
影
響
が
小
さ
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
軽

微
変
更
」
と
い
う
。）に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
代
え
て
、
年
度
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
変
更
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
、
こ
れ
が
特
定
軽
微
変
更
で
あ
る

旨
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

21

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し

た
者
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
第
十
四
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

15

特
に
適
切
な
製
造
管
理
又
は
品
質
管
理
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外

品
又
は
化
粧
品
に
つ
い
て
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
が
、
当
該
承
認
を
受
け
た
品
目
の
製
造
方
法
そ
の
他
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
の
一
部
の
変
更
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
承
認
の
申
請
を
受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
、
そ
の
承
認
を
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

16

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
判
断
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
厚

生
労
働
大
臣
は
、
申
請
者
に
対
し
、
そ
の
旨
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
す
る
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

17

第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
の
一
部
の
変
更
に
つ
い
て
第
十
四
項
の
承
認
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
そ
の
承
認
に
係
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
を
製
造
す
る
製
造
所
が
、
当
該
承
認
に

係
る
品
目
の
製
造
工
程
と
同
一
の
製
造
工
程
の
区
分
に
属
す
る
製
造
工
程
に
つ
い
て
次
条
第
五
項
の
基
準
確
認
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
製
造
工
程
に
係
る
当
該
製
造
所
に
お
け
る
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
六
項
の
調
査
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

18

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
の

一
部
の
変
更
に
つ
い
て
の
第
十
四
項
の
承
認
に
係
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
特
性
そ
の
他
を
勘
案

し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
所
に
お
け
る
製
造
管
理

又
は
品
質
管
理
の
方
法
が
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
る
調
査
又
は
実
地
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
承
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
の
認
定
」
を
「
の
登
録
」
に
改
め
、「
若
し
く
は
第
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
」
を
削

り
、「
若
し
く
は
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
同
項
」
に
改
め
、「
、
認
定
」
を
削
る
。

第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
並
び
に
第
九
項
」
を
「
、
第
九
項
並
び
に
第
十
八
項
」
に
改
め
、「
通
知
」
の
下

に
「
、
同
条
第
二
十
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
及
び
同
条
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項

中
「
第
十
四
条
第
十
五
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
九
項
」
に
改
め
る
。
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